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 桜の開花予想も発表され、穏やかな日差しに春の訪れを感じる時季となり
ました。新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言が延長となり、まだ

まだ先の見えない心落ち着かない日々が続きますが、本日、東日本大震災から
１０年を迎える被災地に心を寄せ「ひとりの小さな手 通信 第３１号」をお

届けします。 
 ２０１１年３月１１日１４時４６分、あの日あの時、自分がどこで何をして

いたか、どのような状況であったか…誰もが鮮明に思い出せるのではないで
しょうか。横浜は震度５強でしたが、それでも大きな恐怖を感じる揺れで、生

活のさまざまなところに支障が出ました。しかし、私たちはすぐに、東北では
最大震度７の大地震であったこと、津波に襲われ広範囲で大きな被害が出て

いることを知り、その被害の大きさに愕然としました。更に福島県で原発の事
故が起こり、日本中が悲しみと不安の中で日々を過ごすこととなりました。 

 あれから１０年、被災地の方々は、大切な人、大切なものを失くした悲しみ
を抱きながら、復興に向けて力を尽くしておられます。私たちも忘れることな

く被災地の方々に心を寄せて祈り、自分にできることを考え、行動していきた
いと思います。そして、私たち自身が、自分に与えられている全てのことに感

謝し、毎日を大切に歩んでいきたいと思います。コロナ感染の影響で、今まで
とは違う日々ですが、皆が自分を大切に、人と人とのつながりを大切に、互い

を思いやる心を大切に過ごしていくことができますよう心から祈っています。 

 

「ひとりの小さな手」  

ひとりの小さな手 何もできないけど  

それでもみんなの手と手をあわせれば 何かできる何かできる 

       ひとりの小さな目 何も見えないけど  

それでもみんなのひとみで見つめれば 何か見える何か見える 

  ひとりの小さな声 何も言えないけど  

それでもみんなの声が集まれば 何か言える何か言える 

       ひとりで歩く道 遠くてつらいけど  

それでもみんなのあしぶみひびかせば 楽しくなる楽しくなる 

  ひとりの人間は とても弱いけど  

それでもみんなが集まれば強くなれる強くなれる 



◇活動報告  ２０２０年 ～   

 ○チャリティー・募金 等 

 

 ・２０２０年５月 

 広島から送っていただいた甘夏ミカンを使った手作りマーマレード販売   

                    売上げ    １２，０００円 

 ・２０２０年６月 

    保護者、保護者祖母より寄付の手作りマスクによるチャリティー 

                     売上げ   １８，２００円 

 

 ・２０２０年８月        個人による献金   ２０，０００円 

 

 ・２０２０年４月～１２月           香り募金      １２，５００円 

 

 ・２０２０年１２月 

   あみぐるみチャリティーバザー    売上げ   ３７，０００円 

 

 ・２０２１年１月～現在  香り募金＆あみぐるみ   １２，７００円 

 

 ○被災地との交流、支援  

 

 ・２０２０年２月 

   南相馬 原町聖愛こども園の皆さんへ 

                   バレンタイン手作りチョコレート                

 ・２０２０年５月 

 南相馬 原町聖愛こども園の皆さんへ 

  広島から送っていただいた甘夏ミカンを使った手作りマーマレード               

  

 ・２０２０年８月    豪雨で被災された熊本へ   ５０，０００円 

 

 ・２０２０年１２月  

   南相馬 原町聖愛こども園の子どもたちと先生方へ 

                         クリスマスプレゼント 

 

 ・２０２１年２月 

   南相馬 原町聖愛こども園の子どもたちと先生方へ 

                       あみぐるみ他 プレゼント 

 

 

 



◇「ひとりの小さな手」の１０年間を振り返って～そして、これから・・・ 

 

「ひとりの小さな手」の活動は、１０年前の東日本大震災直後、コカリナ奏者

黒坂黒太郎さんからの被災地に応援メッセージを送りませんかというお声がけ

によるメッセージ作成からスタートしました。コカリナの演奏と子どもたちの

笑顔をＤＶＤにして被災地に届ける…そこから「私たち一人ひとりの力は小さ

いけれど、皆で心を合わせれば、何かできる、できることをやっていこう」と

いう元気を与えられ、自分たちにできることを考えながら小さな歩みを続けて

きました。       

 最初の数か月は、日用品、食器、衣類、布団、調理用電化製品、食料品など、

さまざまなものを大きな段ボールに詰めて何十箱も被災地に送り、仙台の支援

グループを通して被災された方々に届けていただきました。そしてその後は、

手作りのお菓子やメッセージを送ったり、チャリティーコンサートやバザーに

よる義援金を届けたりという活動を通し、福島県南相馬の原町聖愛こども園、

陸前高田ホットカフェ、南相馬ファクトリー、震災支援音楽プロジェクトとい

った支援先の方々とつながりを深めてくることができました。 

 野毛山キリストの教会、幼稚園につながる多くの方々のご協力をいただき、こ

うした活動を続けて来られましたことに心より感謝を申し上げます。今後も、

東日本大震災の被災地、また、さまざま自然災害で被災された方々に心を寄せ、

直接お会いしたり手渡しできたりする、お顔の見える支援を中心に、私たちの

できることを続けていきたいと考えています。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 

◇被災地の情報コーナー  

  

 教育館玄関に、震災や被災地支援に関するコーナーを設置しています。 

また、野毛山幼稚園 ＨＰ ひとりの小さな手を開いていただくと、今までの

通信を見ることができます。 

 

◇香り募金 

  

 教会のシャロン会(婦人の会)手作りの香り袋で、三角に縫ったかわいい布の中

にポプリが入っています。100円募金をしてくださった方に差し上げています。 

 「優しい香り募金」として優しい気持ちを広げていきたいと思います。 

 常時設置しています。ご協力お願いいたします。 
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◇今後の予定 

 

○東日本大震災から１０年 

   祈りのコンサート 

      ２０２１年３月１４日(日) 

      ＡＭ１１：４５～１２：３０ 

     YouTube ライブ https://youtu.be/PtlI2BW9P18 

 

  出演  髙田ひろ子さん(ピアノ) 

        北迫真弥さん(フルート)  

 

  

 

 

 

 

 

〇チャリティーバザー 

     ２０２１年３月１５日(月)～ 

   手作り品などのバザーを教育館玄関にて開催いたします。 

   被災地に心を向け、皆さまご協力ください。 

 

  ※２０２０年３月８日に予定されていました第２１回 東日本大震災復興

支援 チャリティーコンサート」は新型コロナウイルス感染拡大により、

残念ながら、直前での中止となりました。 

   演奏の準備をしてくださっていた出演者（東京芸術大学在学の５名による

ユニット『俺のカンタービレ』）の皆さんもとても残念とおっしゃって 6o; 

ました。感染が収束した後に改めてコンサートを開くことができますこと

を願っています。 
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